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はじめに
　本所報 No. 3 に「上海歴史研究所所蔵宗方小
太郎資料について」を載せ，No. 40 に「宗方小太
郎日記，明治 22〜25 年」を載せた。今回は，No. 















で扱った時期でいえば，明治 23 年 8 月  日から
翌 24 年 4 月  日までの分がなく，今回扱う時期







































1．明治 26年 1月～ 12月の日記
　荒尾精が企画し準備を進めた日清貿易研究所を
上海に開設する件では，宗方は明治 23 年春から
宗方小太郎日記，明治 26 〜 29 年




年から 25 年の日記で見てきた。それが 26 年に入





































































　0 月  日に長崎から上海に向かい，3 日に上海
に着くとまもなく研究所や陳列場に出かけてい





（ 月 29 日），更に漢陽に出かけてそこにある大
別山に上って「武漢の形勢を熟察」したり（2




海，漢口滞在中，0 月 5 日に海軍島崎宛に「海










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2．明治 27年 1月～ 6月の日記








追うと， 月 5 日に島崎から「一月より四月迄の
酒資百元」が送られてきて，同 20 日に「韶州の
兵乱・台湾の兵備に関する報告」，26 日に「韶州
の兵乱第二の報告」2 月 0 日に「魯清密約の報
告」を島崎宛に送っている。これらの報告には通
し番号をふっていて，2 月 0 日のそれを第六報
告としている。







2 月 25 日に「韶州第七報告」，3 月 4 日に「第八
号軍艦製造の件｣，5 月  日に「湖北兵備及び輔
仁社云々湖南遊の事等第九｣ を送り，4 月 25 日
に海軍省安原金次から「五月より十月迄六ヶ月の
手当百五十弗｣ が上海田鍋経由で送られてきた。
他に ｢岷江四日紀｣ を執筆し，これは 3 月 3 日
に九州日々新聞の知人に送っているので同新聞に
掲載されたのであろう（未確認）。内容は，前年















だ悪むべし」と記し（4 月 2 日），さらに ｢東京
に在る朴泳孝も刺客に逢て遁れ，李圭冠は既に殺
されりと云ふ。予終夜眠らず万感交集｣ と記して



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見書を草す」（ 月 4 日），「安原氏と共に台湾攻
略の意見書を草」す（ 月  日），「海軍部に要す
る人物の選択を委嘱さ」れる（ 月 5 日）など
がそうした動きを示すものだが，他に「通訳官取
























る。なお，宗方本人には 3 月 5 日に聯合艦隊付の





港出発は 3 月 8 日で，5 日に佐世保を出て一路
澎湖島を目指して進んだ。軍艦  艘運船 0 艘他
で，まずは「澎湖の南部倉島を占めて根拠とな
し，澎湖占領の後は本拠を此地に置き，馬鞍山以









　さらに， 月 2 日に「乙未会創立会」に参加









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のまま，同年 5 月  日までの分が「澎湖島従軍日
























ていて，仮条約が  日に結ばれたことは 25 日の












































感がある（0 月 3 日）。0 月 8 日に上京してか
らは，足繁く海軍省に出頭しており， 月 3 日
には「清国出張に付ての訓令あり」旅費支度費を
受領し，翌日には 2 月から 3 月までの手当 234
円を受け取り「一か年一千金の割にして一ヶ月
八十三円三十銭余に当る」と記している。またし
ても手当てが増額された事になる。 月  日に
東京を離れ，京都で荒尾，根津に会ったあと，熊

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4．明治 29年 1月～ 12月の日記














5 日には漢報館の建物（洋館）をもう  度見て















 月 0 日─第二号，24 日─号外信，2 月 8 日─
第三号，（第四号は日付不明），3 月 23 日─第五
号，4 月 6 日─第六号，5 月 4 日─第七号， 日
─第八号，23 日─第九号，6 月 5 日─第十号，2
日─第十一号，9 日─号外信， 月 4 日─号外報
告，9 月 5 日─第十二号，第十三号，26 日─第
十四号，第十五号，0 月 9 日─第十六号，5 日
─号外信， 月 8 日─第十七号，30 日─第十八


















れるのは，0 月 30 日に荒尾が台湾で病没したこ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































29 年 0 月  日から  月 4 日までの彼の行動記
録にもなっており，上に見た 29 年の日記にはそ
の期間の記載がないことから，その欠を補う意味
もあって載せる事にする。更には，この報告に書
かれているのは，中国の現状に満足せず寧ろ変革
しなければならないと考えている中国人を相手
に，日頃宗方が考えている中国の現状分析を語
り，どうすれば変えられるかを熱っぽく語ってい
るものであって，8 年前に漢口楽善堂に有志が集
って議論し実行しようとした中国人有志への働き
かけをまさにこの時実行している趣が感じられる
内容なので，是非読んでいただきたいと思う。な
お，この報告は歴史研究所にのみあり，かつこれ
まで公刊された事がないので，その意味でも貴重
である。
報告第十七号　
梁胡二氏との応対始末　
　明治二十六七年の交，武昌人楊相蘅に問ふに在
野の人物を以てす。楊，河南光州の梁啓元，胡慶
煥二人を挙て答ふ，曰く，此の二人の者非常の志
を懐て民間に晦跡すと雖ども，声望遠近を圧し相
識北清に充つ。以て共に為す有るに足れりと。
偶々日清の役起るに会ひ往訪を果たさず。本年九
月一日楊氏を介して書を梁胡二氏に致し会見を求
む。同月二十日二人の返書到る。鄙人の来遊を待
つに切なり。是を以て十月十七日払暁担夫一人，
僕僮一人を従へ漢口を発し，陸路四百八十清里，
同月二十三日河南省光州に達す。州城南北二城に
分れ，漢水其の中間を流る。一大橋を架して両城
を連接す。二城の人煙概ね一万二千許。梁胡二氏
共に北城に居る。因て先つ西門外の旅舎に投じ，
髪を理し衣を更め，出でて胡慶煥を龍門街に訪
ふ。市人皆呼ぶに胡大老爺を以てす。其家に抵
る。家人曰く，主人貴客の来臨を待つもの茲に十
余日，適々湖北候補道台某来訪，数日前相携へて
胡家寨の本宅に赴けり。去るに臨んで言を留めて
曰く，若し貴客の光臨を辱ふせば，直に胡家寨に
枉顧を請ふと。即ち去て雲路街に至り梁啓元を敲
く，出迎歓ぶ事甚し。梁本年五十歳，風姿颯爽，
言語明快，一見已に凡庸に非ざるを知る。直に酒
饌を備へ其子天任，天縦，天授の三人を招て席に
陪せしむ。鄙人携ふる所の贈物数点，時勢論一
篇，途上の雑詩長短十余首，並に上海林正則氏よ
り托されし贈品，及び書翰一通を出して之に贈
る。梁辞せずして之を受く。既にして其の諸子を
促して坐を去らしめ，語りて曰く，先生の心事及
び今回来遊の主旨我悉く之を了知す，然れども我
歳正に五十，已に老たり，先生一片の盛意に孤負
す，愧赧の至りに堪へず。願くば頑児輩をして平
生の志を継紹せしめんと欲す，自今先生の提誘を
祈るのみ。予曰く，五十未だ老たりと為さず。今
日の形勢閣下の一臂を仮らざるを得ざる者多々な
り。且つ人天地の間に在る，一息尚ほ存すれば一
息の義務あり。況んや時局多艱の今日志士仁人た
る者豈に衰老を以て責を辞すべけんや。梁曰く，
誠に貴説の如し。更に語を転じて曰く，俄国近日
中国の儒士数百人を聘し，我が孔孟の教を取て其
国に伝播せん事を企て，又た孔子の廟を国内に設
立するとの説あり。是れ我が道西方に行はるゝの
兆か，将た別に深意の有る在りて存する乎。予曰
く，鄙意を以て之を忖るに，兵法に所謂心を攻む
るを上と為し，城を攻るを下と為す，露人其の攻
心の術を以て貴国に試んと欲するのみ，故胡林翼
氏は今を距る三十年前に於て後日中国の患を為す
者は必ず俄人ならんと謂へり。而して今日の形勢
を以て之を見れば，現に中国の患を為す者は独り
俄国のみならず，法の如き英の如き独の如き皆狡
焉，逞ふせんと欲する意あり。梁曰く，今日の急
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務は中国貴国と提携して起ち，以て外侮を折衝す
るに在り。予曰く，真に貴説の如し，目今亜細亜
洲中に在て独立の体面を全ふせる者は僅かに貴国
と敝国とのみ，此他の諸邦は多く泰西人の蚕食す
る所となり，朝鮮，暹羅諸国の如きも往々将に滅
亡し了はらんとす。此の時に当りて日清両国相携
へて起ち亜洲の中堅と為り首脳と為り，滅国を興
し絶世を継ぎ隠然勢力を養ひ，巍然として欧米諸
邦と対峙して相下らざるの位置に進ましむるは，
実に当務の急なり。然れども今日の貴国は此の事
を共にするに容易ならず。梁曰く，何の謂ぞや。
予曰く，我をして直言せしめば貴国の政府は老朽
為す有る能はず。窃かに思ふに十年を出でずして
江山或は主を替ゆるに至らん乎。梁黙して言は
ず。時に日暮に際す。明日を約して帰る。
二十四日　詰朝梁氏を訪て昨来の談話を継続す。
梁其の著書二冊並に余の韻に和し詩数章を贈
る。且つ曰く，目下光州考試の期にして州属諸
県の諸生来集するもの千数百人，現に敝宅の如
きも寄寓者十数名日夕来往頻煩応接遑あらず，
内地の諸生聞見寡 （漏のつもりか─大里），
若し君の外人たるを知らば，或は謡言を流布し
嫌疑を招かん事を恐る。貴説江山主を替ゆるの
一事曽て胡君と之を熟商せり，余の志は胡君の
志にして胡君の意は則ち余の意なり，二十年来
同心一体彼我の別無し。先生請ふ，胡家寨の閑
地に至り胡君と其の議論を上下せば，互に要領
を得るに便ならん，而して余が深意の在る所も
始て胡君の口吻を仮りて明了なるを得ん。州城
人煙稠密往来紛雑，大事を議するに便ならず。
先生請ふ，微意の存する所を諒察せよ。余曰
く，謹で教を奉ず，此より去て胡翁を敲き更に
大教を請はんと欲す。梁又た盛饌を設け饗応至
らざる無し。午後三時辞別して出つ。
　　梁字啓元，太卿と称し，又た肇川と号す。光
州の名家にして官民の間に重望有り。祖先
以来専ら慈善を事とし（この後数字分不明）
三百六十余頃の田産を売りて教育と貧民救助
に費やし今又た同善社長として力を善業に致
し，独力を以て孔子廟を修理し学校を設立し
つつあり。
　午後三時風雨を衝て光州の南門を出で，胡家寨
に向ふ。道路泥濘行く可からず。州を距る二十
清里の鄢家堆に宿す。
二十五日　晴を待て発す。途上逢ふ者児童走卒
も胡の姓名を知らざる者無く，皆な尊称して
大老爺と謂ふ。行く三十清里胡家寨に達す。
一千三百米突の墻壁を繞らし，東西二門を穿ち
墻外繞らすに水濠を以てす。厳として城郭の如
し。居宅は寨の中央に位置し二十余棟より成
る，宏壮比無し。刺を通じて入る。家人導て客
庁に至る。曰く，微恙を以て床に在り，今将に
来り見んとす。再び導て一屋に至り，告て曰
く，主人予め此の屋を掃て貴客を待つと。即ち
寝室，書室，客庁の三間にして，床帳椅棹整然
見るべし。待つ少時にして胡慶煥出で来る。衣
冠華麗礼容甚だ重し。年歯五十四，頭髪斑白，
痩躯にして疎髯有り。坐定りて携ふる所の土宜
数点を出し之に贈る。閑談多事，胡頻りに日本
の政体風俗を敲く。予知る所を挙て之に答ふ。
彼れ曰く，僕少壮曽て武職を奉じ中国内部の各
省より伊犁，蒙古地方を歴遊せり。昨年又た福
建汀州に遊び親戚の家に寓す。適々台湾総督樺
山氏の雄略を諗聞し，往て之に謁せんと欲し廈
門に至る。台地より帰来せる者の言を聞くに，
台湾出入の困難にして且つ突然総督を見るの至
難たるを知り，終に渡台の念を絶てり。今にし
て之を思へば遺憾長く存す。又た曰く，敝州地
僻民貧，一の以て貴客を慰むるに足る者無し。
誠に慚愧に堪へず。予曰く，昔は蘇轍韓魏公の
人物を偉なりとし，窃に之を名山大川に比す。
僕此の遊貴下と梁君とを見る，真に名山大川の
偉観に勝る者有り。且つ漢口より一路白雲紅
葉，秋光満目，渓山の風致画中に入るが如く，
大に客懐を慰むるを得たり。胡曰く，敢て当ら
ず敢て当らず。貴下敝国に在る幾年，又た曽て
地方に遊歴せし事ありや。予曰く，貴国に滞留
する十三年，足跡十三省に亘り内地を跋渉せし
もの約そ二万三四千清里。胡曰く，何の目的を
以て遊びしや。予曰く，山川の勝を探り兼て英
俊の士を索めんが為なり。胡曰く，英俊の士を
見る凡そ幾人。予曰く，貴国山川の偉観は則ち
驚く可きも，人物の偉観は甚だ廖々たるの感あ
り。胡曰く，此時官界に禄仕する者寔に言ふに
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足らずと雖草沢の間尚ほ多少の傑物有らん乎。
晩盛饌を備て歓待，雑話深更に及で就寝。
二十六日　午後胡氏来り談ず。予今朝草する所左
の一篇及び七言古風一章を出し之に示す（原作
は漢文なれども茲に之を訳載す）。
今日の清国は恰も老屋頽廈の如し。是れ人人
の見る所大風一び興り其れをして転覆せし
め，然る後朽楹を代へ敗椽を棄て新材を雑へ
て而して之を再造すれば乃ち美観たり。天下
の人其の老且つ頽なる者に就て一楹一椽を抜
で之に代へ，以て数年の風雨を支へんと欲
す。迁も亦た甚し矣。前年以来大勢一変覺羅
氏鼎之軽重問はずして知る可きなり。是を以
て露人は意を鋭にして専ら東三省及び新疆の
地を窺ひ，仏人は安南より広西雲南の二省に
逼迫し英人も亦た将に印度緬甸を以て根拠と
為し，四川雲南を経営し，往々将に西湖の腹
地に荐及せんとす。此他独の如き米の如き東
南沿海の重地に垂涎し謀遠くして志大なり。
是れ豈に為す無くして已むものならんや。之
を内にしては政府の威令行はれず，上下隔絶
賄賂公行庸官道に当りて威福を専らにし，哲
人君子英雄豪傑の士有りと雖ども，手足を伸
ぶるの地無し。政道日に衰へ民心日に畔く二
帝三王周公孔子の道煙没して明かならず。国
運の頽壊恰も江河日に下るの勢有り，是れ誠
に危急の存亡の秋に非ずや。是の時に当り苟
も一英雄の奮起する有るに非ずんば，中国は
竟に猶太波蘭の覆轍を踏で終らんのみ。鄙人
常に興亜の大業を以て志と為し，死生之と始
終せんと欲す。若し貴国にして一び外人の有
に帰せば，朝鮮其他東亜の諸小国固より終に
自立し難し。 嗟，堂々たる亜州の大局をし
て西夷北狄の蹂践する所とならしむ。千秋の
遺恨にして万世の大恥なり。僕短才輩徳敢て
自ら揣らず身を以て国事に許すもの茲に十余
年，以為らく，亜洲を興さんと欲せば先つ須
らく中国を興すべし。中国を興さんと欲する
者は広く交を英雄豪傑の士に結ぶに非ずんば
不可也と。是を以て単身樸被海内を周游する
もの八九年，今日始て天良縁を仮し足下と梁
君とを見る事を得，僕の欣抃如何ぞや。天下
之時機漸く熟し，今より数年の内必ず風雲飛
騰草沢の英雄袂を投じて起つの日有らん。天
下を廓清し億兆を塗炭の中に救ひ以て我が天
職を全ふするは，実に此の一時機に在り。此
の時機一たび失せば復た為す可からず。僕資
性朴率知己に遇ては則ち肝胆を傾け包蔵する
所無し。知らず，足下亦た能く教ゆる所有る
乎。凡そ如此の事独り賢士と言ふ可くして，
俗士と語る可からず。機事密ならざれば則ち
害成るは易の大戒なり。足下必ず能く鄙意の
在る所諒せん也
　胡氏通読一次，可否を言はずして之を収め，話
頭を転じて専ら日本の政体風俗を問ひ，雑談半
日にして去る。晩又た来りて会食す。説く所一
も国事に及ばず。予其の深意の存する所を知る
に苦む。則ち胡に告て曰く，僕今回百忙を措て
此の遊を企つ。本と風流韻事の為に非ず。請
ふ，明朝分袂直に帰程に上らん。胡曰く，何ぞ
其の急なるや，尚ほ滞留一ヶ月，我をして地主
の誼を尽さしめよ。予曰く，厚意多謝，只だ月
余の日子を閑過する能はざるのみ。胡曰く，明
朝帰去の事決して然るべからず，月末相携へて
再び光州に至り該地に逗留十余日の後始て帰途
に上らん事を望む。予曰く，此の閑暇無し。胡
曰く，万に已むを得ざれば更に両三日を緩ふせ
よ。議すべき事尚ほ多々なり。予之を諾す。
二十七日　胡氏左の一篇を携へ贈る（原作は漢文
なり，茲に之を訳録す）。
且つ夫れ人宇宙の間に生る。幼にして詩書を
読み，壮にして戎馬を習ひ，経邦済世の才を
養ひ，歩月凌雲の志を抱き，上は以て君を致
すべく，下は以て民を沢すべし。昇平の世に
在りては原と遁跡消光山水に笑傲すべし。倘
し離乱の秋に遇へば，豈に首を埋め身を蔵し
隴畔に逍遥し甘んじて庸愚と伍を為す可けん
や。正に国家の為に身を致し蒼生の為に倒懸
の苦を解くべし。焉ぞ能く優游閑暇徒らに春
光を一世に消磨すべけんや。方今天下の大局
明公之を言ふ，詳かなり。一字一珠確として
是れ正論，閣下胸襟闊達識見淵深百芸精にし
て，学問広万事明にして，眼力の真なるを見
るに足る。宵小之を見ば即ち迹を匿し君子之
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を見て心を傾く。此の際に乗じて，何ぞ大に
経綸を展べ謀猷を壮にするに難からんや。飛
黄騰達想ふに指顧の間に在らんのみ。当に目
を拭て之を待つべし。僕奔走半世飄泊一身武
に邦を安ずるの志無く，文に国を定むるの策
無し。首を蓬閟に潜め身を林泉に匿す。悠忽
たる歳月何ぞ道ふに足らんや。然れども既に
閣下の不棄を蒙る，敢て直言せざらんや。中
外の情形勢甚だ危急虎視眈々たる者一にして
足らず。閣下の手翰業に已に之を言ふ詳かな
り。因て更に贅瀆するの要無し。試に我が中
国に就て之を論ずれば李鴻章身首相に居り位
尊く権重し。理宜く京外を統率し，忠を秉り
て国に報ひ以て其の職を尽すべきに，賄賂通
行法を売り権を弄し劣跡百端枚挙す可から
ず。中国の宰相已に如此なれば則ち中国の宰
相惧るゝに足らざるなり。李瀚章位爵憲に列
し，曽て両広を総督す。堂属交も争ひ収拾す
べからず。但だに補署一欠の如きも金銭にあ
らざれば不可なり。即ち□の委弁一差の如き
も初めに先つ価を講じ而て後之を定む。此他
各省の総督巡撫の如きも昏憒なる者は昏憒，
懦弱なる者は懦弱，中にしては道府下にして
は州県穿窬の輩に非ざるは無し。狗洞に入り
虎威を仮る。勢利の小人に非ざるは無し。以
て号令行はれず朝政顛倒，是なる者を非と為
し非なる者を是と為す。国困民窮勝て言ふ可
からず。僕資性庸愚と雖ども一念此に及ぶ毎
に真に痛嘆憤慨，自ら禁ずる能はざらしむ。
大勢の壊已に如此実に如何ともす可き無きに
属す。僕数歳の間各省に歴遊し連絡する所の
人甚だ多し。精明の者之れ有り，強幹の者之
れ有り。忠義豪邁の者亦た之れ有り。常に心
を救世に存し，万民を水火の中に拯ふを欲せ
ざるに非ざるも，北部一帯連年荒歉一は糧餉
足らず二は軍械を得るに道無し。糧足らざれ
ば事を挙ぐるに難く，軍械欠ぐれば烽塁対し
難し。敢て人衆の糾合し難きに非ざるなり。
此れ誠に僕の日夜筹思五内焦灼如何ともす可
き莫き所なり。輾転忖度今日只だ将に広く有
志の士を連絡統合し暗に訓練を加へ以て有志
の英雄を待たんとす。一旦事を挙ぐれば則ち
僕等甘じて前駆と為り大に力を効さんと期
す。是れ真に已むを得ざるの策のみ。先生若
し庸愚を嫌はず代りて一主を荐めば，僕亦た
甘心命を用ひ以て後援を為さんとす。只だ未
だ貴意如何を知らざるのみ。願くば先生明か
に以て我に教へば誠に僕の大幸なり。愚昧を
揣らず書で此に謹呈伏て鈞裁を乞ふ。
　予一読して曰く，大著剴切愚見と其帰を同ふ
す。欣抃の至に堪へず。敢て問ふ，貴国本部
十八行省中用ゆるに足る者凡そ幾省。胡曰，概
して之を謂へば長江以北の諸省風俗堅固にして
人情亦た厚し。長江以南の諸省に至りては人心
惰弱にして狡詐用ゆるに足らざるなり。予問
ふ，湖南，福建，広東は如何。胡曰，湖南，安
徽は髪賊の変後人物輩出，国家中興の大業を成
就せしは皆此二省の人なり。然れども爾来星霜
三十年今日の湖南は已に経に暮気に属し，殆ど
又た人物の種子を留めざる者の如し。安徽に至
りては湖南より甚し。福建は稍や佳。広東は悍
獰巧詐にして重厚の風無し。事を共にす可から
ず。予又問，北部各省中何れの省か最も頼るべ
き。胡曰く，河南，山東二省及び江蘇の北部人
物最も用ゆべし。此他四川省の如き亦頗る有望
の地なり。予曰く，外洋の諸国貴国を分割する
の機漸く逼れる者の如し。如何せば可ならん
乎。胡曰く，此れ恐くは勢の免かれざる所，此
の機即ち敝国の内部英雄割拠の時なり。我輩の
力分割を未然に防ぐ能はずんば則ち此の機に投
じて大事を為さんのみ。予曰く，僕の見亦た如
此のみ。胡曰く，貴国大に俄国を恐るゝとの説
有り，真乎。予曰く，敝国境域大ならずと雖ど
も四千万の人民を有し，精兵三十万，艨艟数十
隻，明君上に在り人傑朝に充ち，上下一心八洲
を城と為し蒼海を池と為す。豈に一露国を恐れ
んや。貴国の各新聞紙皆な此説を為し，甚しき
は清露提携して日本を制するを以て今日の至計
と論ずる者あり。妄見妄論大局の形勢に通ぜざ
る，真に驚くに堪へたり。胡曰く，新紙の言意
とするに足らざるなり。予問ふ，足下の同志何
の地に最も多き，且つ人員約そ幾何。胡曰く，
僕の同志腹心河南，山東，江南の三省に在りて
一方の首領たる者二十余人に下らず。而して毎
06
人の部下に属するもの精力強壮の輩皆一千以上
あり。総て之を計れば大約二万数千人の衆を挙
ぐべし。胡問ふ，足下同志の士凡そ幾名。予曰
く，志を同ふする者数十人，然れども真に大事
に任ずべき者十余名に過ぎず。胡曰く，貴国の
樺山公能く通同し得べきや否。予曰く，樺山氏
は朝廷の大臣なり。其の進退挙動国家と共にせ
ざる可からず。我輩は民間の一処士にして国に
官職無し。故に進退自在なるも一国の大臣は之
と同じき能はず。予曰く，大事を為す者は時機
に投ずるを要す。僕の愚見を以てすれば近数年
内必ず外難有らん。今日積弱の余に加ふるに外
寇を以てせば内憂亦た必ず之に乗て発せん。是
れ真に群雄角逐の時也。徳有り力有りて名正し
き者能く大業を成就すべき也。胡曰く，僕数年
来苦心経営，各省を奔走し糾合する所の者甚だ
多し。而して未だ端を発せざる所以の者は其の
動の易からざるを以てのみ。予問ふ，哥老，白
蓮，九龍，三合等の諸会名目少なからず。知ら
ず，此の種の会員互に連絡を通ずるや否。胡
曰，名目一ならず。各各路の統率に帰す。惟だ
哥老，九龍の二会相通ずるのみ。予曰く，哥
老，白蓮以下の諸会員を糾合し打て一団と為
し，其の進退挙動をして一途に出でしむ。之を
目今の急務と為す。個々分立動静一ならずん
ば，常に事を誤る。惜むべきの甚しき也。未だ
知らず，統一糾合の策如何せば則ち可ならん。
胡曰，之をして一に帰せしむるは容易ならずと
雖，互に連絡を通ずるは至難にあらず。只だ頗
る周張を費やすのみ。予曰く，現に廈門地方に
復明会なる者あり。僕去年人をして其状を探ら
しめしに，其の勢力頗る盛。足下之を知るや
否。胡曰く，是れ福建九龍山の一派ならん。敝
国中現に三種有り，一は江湖会（哥老の別名），
二は紅江会，三は私塩帮とす。是れ則ち三大団
結なり。就中私塩帮なるもの最も堅実。
二十八日　午後又た昨来の談話を継続す。予曰
く，諸般の準備を為す実に今の時に在り。機会
の得失間に髪を容れず。若し事端一び発するの
後手を下さんと欲するも及ばざるなり。胡曰
く，此の時に当りて宜く早く布置を為すべし。
僕北部一帯の地に往き更に声気を通ぜんとす。
此の一事人衆しと雖ども難からず。難き所の者
は銃砲火薬と糧餉とのみ。尚ほ能く細かに良法
を講ぜざるべからず。予曰く，凡そ無知の愚民
は之に由らしむべし。之をして知らしむ可から
ず。事未だ発せずして形跡露顕せば則ち平日の
苦心一朝烏有に帰す。実に千載の恨事なり。是
の故に高等の人物を除くの外細情を洩らす可か
らざるなり。胡曰く，謹で教言を領す。此事所
謂機事密ならざれば則害成る者也。胡問ふ，事
を為す何の地か最も適せる。予曰く，四川の形
勝に拠り武漢の要地を占む。鄙意之を以て上策
とす。胡曰く，確として是れ明見，何となれば
進んでは以て人を制すべく，退ては以て守るべ
きのみ。予問ふ，光州近傍亦た有力なる同志の
士有りや。胡曰く，光山県白雀□に劉忠主なる
者あり，声名甚だ盛一千三百の部下有り。息県
に鄭李二大族有り，強勢無比官府の如きも此の
二人の歓心を買はざれば地方を治むべからず。
威勢隆々遠近を圧倒せり。李氏最も激烈なり。
此の諸人は皆僕の同志親交なり。胡又た曰く，
足下に余閑有らば再び光州に至り右の諸友を会
し前途の計を協議すべし。予曰く，諸同志と会
する事必ずしも今日に於てせず。已に足下と梁
とを知る。北部の貴友は皆な予の同志なり。胡
曰く，然り。然らば足下の姓名を以て各地の同
志に紹介する可ならん乎。予曰く，毫も不可無
き也。胡曰く，足下去るの後此の天気晴暖に乗
じ北部各地に巡歴し同志の連絡を固め，且つ諸
般の要項を商量すべし。明春漢口若くは上海に
於て集会を開く如何。僕北部同志中の鏘々たる
者数人と相携て之に臨むべし。若し漢口，上海
の両地不可なりせば，貴国東京に於て集会する
も亦た可なり。予曰く，集会地及び期日の如き
は帰漢の後仔細に思量し，改めて報告する所有
るべし。鄙意窃かに東京に会するを以て利有り
と為す。胡曰く，固より望む所なり。以後互に
通信を頻煩にし連絡の益す固からん事を望む。
某曰，敬諾。此夜胡氏盛饌を備へて餞別し，且
つ河南の名産猪絲二包，雨前茶二簍，月餅二包
を贈る。歓談深更に及んで散ず。
二十九日　朝食後胡家寨の東門を出つ。胡氏送り
て門外数丁の処に来り，更に其の家丁を派して
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某を送りて寨を距る八清里の双柳樹に至らし
む。之を固辞すれども聴かず一揖して別る。行
程七日，即ち十一月四日漢口漢報館の寓所に達
す。
　　明治二十九年十一月十八日
